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Report on the Implementation of Liberal Arts Education for Senior Undergraduate and 
Graduate Students 
Masaki NAKAMURA, Yukimasa HAYATA, Taro MOCHIZUKI, Akira NAKAMURA, 
Takahiro SAITO, Kenji HATTORI 
The circumstances surrounding higher education have varied dramatically in recent years, and the 
competencies expected to be acquired through higher education are changing. At the same t ime, the 
specialization of academic research requires a broader perspective to students than ever before. Amid 
this background, the relationship between liberal arts education and professional education iscast in 
a new light, and several universities are now implementing “liberal arts education" targeted at the 
senior undergraduate students and graduates students. Osaka University will initiate this special 
program in the 2011 academic year with more than two hundred courses. In this study, the outline 
of the initiatives taken by Kyoto University, Kyushu University, and International Christianity 










大阪大学は、 2007年8月 25 日付報告書 『全学の共通
教育の在り方ワーキング報告j をうけて、 2007年 11 月、
「高度教養教育推進ワーキ ングJ を設置し、大阪大学に
おける高度教養教育を推進するための課題と方策の検討
を行った。 同ワーキングの検討成呆は、 2009年3 月、 『高
度教義教育推進ワーキング報告書j として取りまとめら



























本調査ではまず、 2009 (平成 21)年 3月の大阪大学教







































2. 京都大学: í研究科横断型教育プロ グラムJ
(1 )訪問調査の概要































表 1 2010 年度開講の B タイプ授業科目
1. 1防災考古学J (防災研究所)全6回 (6コマ)
2.1インテグリティセ ミナー : 科学者の生き方と責任」
(物質一細胞統合システム拠点)全4回 (6 コマ)
3. 1フィクション論の諸相-SF、映画、マンガ、歌謡曲、
ヴアーチャル ・リ ア リテ ィ ーJ (人文科学研究所)
全4回 (4コマ)
4. 1木と文化J (生存圏研究所)全6回 (6 コマ)
5. 11大震法J を考えるJ (防災研究所)全4回 (4コマ)
6. 1空間について考えるJ (人間・環境学研究科)
全3回 (3コマ)
7目 「有機農業の科学的検証J (農学研究科) 全2回
(2 コマ)
8. 1ウイルス研究の最先端J (ウ イルス研究所)全4回
(4 コマ)
-開講科目数 : 09年度は2 コース、 10年度はAタイ プ26
科目、 B タイプ8科目 。
- 受講学生数 : 09年度A コ ースは 11 - 15名、 B コース
は 17- 19名(いずれも回によって出席







・ 新設科目は、情報学研究科の特別経費プロジェク ト に






















































たい と考えま した。 」
. r研究科横断型教育プログラム」の目 的は 「視野を広







試行として、 2テーマにつき各4回 ( +合同でl 回 )





















② 「研究科横断型教育プログラム j を開講する際の教
学上の手順について





- 当初は教育制度委員会の l ワ ーキンググループ内で取
り扱っていたが、別に実行委員会を作った。 11 年度
に向けてはプログラムを企画 ・ 作成する委員会を作る










する 。 A タイプは問題ないが、 B タイプは夕刻開講と
いうこ と もあって、労働時間の問題もある。
.B タイプについては、 TA を雇って補っている。全学
予算から支出される。 今後は不透明であるが、全学予
算で措置するよう働きかける。 また、 TAの意見 (ア
ンケートによる聴取)は改普の貴重なデータになる0















く こ とが今後の課題である 。
3. 九州大学: r高年次教養科目j 及び r21世紀プログラムj 他
(1 ) 訪問調査の概要
[訪問調査日時] 2010年 11 月 25 日 (木)
13:30-16:∞ 



















については、 2008年 10 月に本学において高等教育開発
推進センターの岡本秀穂先生によるご講演をいただいて
いる (大阪大学教育・情報室 (2009) r高度教義教育推
進ワーキング報告書j 所収)ので、調査を行わなかった。
記述はインタビュー調査の回答および高等教育機構の








科による ) 。 大学院の共通教育に閲しては別に「大学院
共通教育J が、平成 18年度後期、 19年度前期の試行を
経て、平成 19年度後期から本格的に実施されている。
② 開講科目数、受講学生数について
平成22年度前期 全 15科目開講 560名受講
平均37.33 名
平成21 年度後期 全 16科目開講 239名受講
平均 14.93名
なお、高年次教養科目の他に、全学部全学科の専攻教








































































改訂で減少した。 12単位の教育学部、 法学部 (ただし6
単位までは在籍学部の専攻教育科目を含めることができ





くの学部 ・ 学科は、「総合選択履修方式において、 3年次















けるという 申 し合わせをしている。 1 限は絶対に空け、
そして2限には必修科目を入れないことになっている。














推進ワ ーキングでは、 「全学生に提供可能な教育J とい
う 観点から検討し、その際、少数の優秀な学生に対する
「エ リ ート教育」 的な教育プログラムについては、別途、
検討すべきだとした。 r21 世紀プログラム 」 について、
そのような 「エ リ ート教育」的な教育プログラムの取り
組みとして、調査を実施した。
r21世紀プログラムJ は、 21世紀に、政治、経済、科
学技術、社会、 文化の リ ーダーシップを取ることの出来
る人材を育てたいとの目的で設置されたプログラムであ
る 。 学生は4年制課程 10学部のいずれかに管理上の学
籍が置かれるが、 実際には特定の学部に所属せず、 21
世紀プログラムの学生として学士 (学術) の授与を受け
































分の l に提供することが想定されている。 現在、学士課
程では農学部と工学部とで英語の授業のみで学位が取得
できる英語コースが開設されるが、大学院ではすべての
学府で英語コースが開設される こ ととなっている。 今
後、 国際教養学府 (仮称)の設置に向けて、教養教育の
国際化がどのように進展するかが注目される。
4. 国際基督教大学 : r総合演習」
国際基督教大学教養学部は、 2008年度から従来の6学






せ、 21世紀の挑戦に立ち向かう力を備えた 21 世紀の人






































































のB タイプの授業科目 (ア ラ カルト方式)では、任意の






















る 。 この点は、 I高度教義教育推進ワーキング報告書』
における、学生が 「専門研究および将来のキャリアを 自


































































































































大阪大学教育 ・ 情報室 (2009) r高度教養教育推進ワーキング
報告~日
京都大学 (2010) r京大院生のための研究科横断セミナー 2009
実施報告瞥j
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